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【図表3】入試、入学前教育、大学教育をつなげて考える 【図表1】学生が感じる「入学後のつまずき」（複数回答）

【図表2】入学後のつまずき要因の整理

【図表4】自学の教育のスタートラインにするための入学前教育見直しポイント 
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ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

シ
ョ
ン
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
高
校
の
復
習
ド
リ
ル
の
よ
う

な
も
の
だ
け
で
は
、「
大
学
の
学
び
は

受
験
勉
強
と
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う

誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
か
ね
ま
せ

ん
。
大
学
が
求
め
る
学
び
を
伝
え
、
高

校
ま
で
の
学
び
が
そ
こ
に
ど
う
つ
な
が

る
か
を
示
し
た
い
も
の
で
す
。
具
体
的

な
内
容
と
し
て
は
、
汎
用
的
能
力
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基

礎
学
力
な
ど
の
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大
学
全
体
で
保
証
す

べ
き
力
」
と
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各
学
部
・
学
科
で
保

証
す
べ
き
力
」
の
両
方
を
カ
バ
ー
で
き

る
と
理
想
的
で
す【
図
表
３
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形
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意
欲
向
上
の
起
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し
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ス

ク
ー
リ
ン
グ
型
」
と
、
継
続
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ば

せ
ら
れ
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育
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ょ
う
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ロ
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っ
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い
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現
在
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入
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前
か
ら
彼
ら
と
ま
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コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
お
く
こ
と
は
、

そ
の
対
策
の
一
つ
に
も
な
り
ま
す
。

　
次
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活
用
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は
、
入
学
前
教
育
を

通
じ
て
得
た
デ
ー
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を
入
学
後
の
教
育
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活
用
で
き
て
い
る
か
、
で
す
。
年
内

入
試
の
拡
大
に
よ
り
、入
学
者
の
学
力
、

学
習
習
慣
、
学
習
意
欲
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
入
学
前
教
育
で
把
握
で
き
た

注
意
を
要
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
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早

期
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支
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を
講
じ
た
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と
こ
ろ
で
す
。

も
と
よ
り
デ
ー
タ
収
集
は
学
修
・
教
育

成
果
の
可
視
化
の
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
学

修
者
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位
の
教
育
の
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現
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欠
か
せ
ま

せ
ん
。
希
望
制
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は
な
く
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員
必
修

化
し
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ま
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取
り
組
ま
せ
れ
ば
、

教
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Ｒ
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な
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す
。

　
３
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ポ
イ
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業
務
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で
す
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グ
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く
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力
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す
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築
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て
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。
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検
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教
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果
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Ｐ
Ａ
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い
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い
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を
検
証
す
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と
で
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入
試
の
精
度

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
可
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す
。
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教
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予
定
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れ
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教
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。
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の
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を
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右
す
る
試
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で
あ

り
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講
者
の
後
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高
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教
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評

判
が
伝
わ
る
、
つ
ま
り
次
年
度
以
降
の

募
集
に
も
影
響
す
る
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。「
選
ば
れ
る
大
学
」
に
ふ
さ
わ

し
い
入
学
前
教
育
に
な
っ
て
い
る
か
、

い
ま
一
度
、点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
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私
立
大
学
の
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内
入
試
入
学
者
の
割

合
は
こ
の
３
年
間
で
約
５
％
増
え
、
２

０
２
０
年
度
は
     ＊
　約
57
％
に
な
り
ま
し

た
。
受
験
生
の
安
全
志
向
の
高
ま
り
、

新
課
程
で
推
進
さ
れ
る
探
究
学
習
の
成

果
を
受
験
に
生
か
す
動
き
も
高
ま
る
と

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
割
合
の
増

加
傾
向
は
続
く
で
し
ょ
う
。
よ
っ
て
今

後
ま
す
ま
す
、
主
に
年
内
入
試
合
格
者

に
課
さ
れ
る
入
学
前
教
育
の
重
要
性
が

増
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
入
学
ま
で
の
期
間
に
行
わ
れ
る
入
学

前
教
育
の
目
的
は
、
入
学
予
定
者
を
ス

ム
ー
ズ
に
大
学
の
学
び
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
す
。【
図
表
１
】
は
、
新
入
生
の

つ
ま
ず
き
の
内
容
を
探
っ
た
調
査
結
果

で
す
。
そ
の
要
因
を
整
理
す
る
と
、
大

学
の
学
び
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堪
え
る
「
学
力
」
の
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か
、

主
体
的
に
学
び
続
け
る
姿
勢
と
習
慣
の

「
学
習
力
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学
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動
機
や
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待
の
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モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
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行
き
着
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ま
す
【
図
表
２
】。
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教
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の
３
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ス
ム
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に
自
学
の
学
び
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つ

な
ぎ
や
す
く
な
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ま
す
【
図
表
３
】。
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思
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す
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入
試
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入
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す
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教
育
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変
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い
る
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で
す
。
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変
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新
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程
入
試
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点
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入
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前
教
育
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大
学
教
育
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ス
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ラ
イ
ン
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付
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て
み
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い
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ょ
う
か
。

　
具
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的
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直
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介
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ま
す
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図
表
４
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右
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。
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２
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ー
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▶高校までの
　学習範囲でのつまずき
▶基礎学力の不足

学力
大学の学びに堪える基礎学力

▶授業が難しくてついていけない

▶大学で学ぶ内容に興味を持てない
▶大学で学ぶ目的がわからなくなる

▶レポートへの取り組み方がわからない
▶どう勉強したらよいかわからない
▶課題が多くついていけない

▶学習方法の理解不足
▶学習習慣の未定着

▶学びのイメージギャップ
▶不本意入学

モチベーション
「なぜ学ぶのか」の動機、期待

学習力
主体的に学び続ける姿勢と習慣
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上
の「
電
子
ブ
ッ
ク
」で
は
、２
０
２
１
年
５
月
に
実
施
し
た「
経
営
・
教
育
・
入
試
の
好
循
環
を
生
み
出
す『
入
学
前
教
育
』」の
セ
ミ
ナ
ー
動
画
を
公
開
中
で
す
。

入
学
前
に
得
た
デ
ー
タ
を

教
学
Ｉ
Ｒ
の
起
点
に


